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１．はじめに
平成30年度に改訂される幼稚園教育要領、保育所
保育指針、認定こども園教育・保育要領には、新た
な保育理念を実現する方策の１つとして「カリキュ
ラム・マネジメント」の実施を求めている。カリ
キュラム・マネジメントとは、保育者がこれまでに
獲得してきた資質・能力をさらに向上していく役割
を担っている。これは現行の幼稚園教育要領にも示
されている、環境を通して行われる保育の充実が求
められていることと関連がある。
本論では、こうした幼児教育に関する制度上の変
革によって実施に移されることとなったカリキュラ
ム・マネジメントについて、子どもの主体性や遊び
を中心に保育を考えられるカリキュラム運営の在り
方についてその理論と実践について検討するもので
ある。
具体的には、子どもの本来あるべき姿に根ざした
保育を追求するという命題の元に、保育者が保育計
画（カリキュラム）を組織・運営（マネジメント）
するために、実践的な方法論及び実践者としての視
点を模索していくことを目的としている。
２．カリキュラム・マネジメントの定義と
その目的
文部科学省初等中等教育局幼児教育課が平成28年
６月にまとめた幼児教育部会でのとりまとめの資料
によると、幼児期におけるカリキュラム・マネジメ
ントには以下の３つの側面が定義されている１。
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（１）各領域のねらいを相互に関連させ、「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」や小学校
の学びを念頭に置きながら、幼児の調和の取
れた発達を目指し、幼稚園等の教育目標等を
踏まえた総合的な視点で、その目標の達成の
ために必要な具体的なねらいや内容を組織す
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　このように子どもの幼児期を担う保育者には、上
記に示した３つの側面からカリキュラム・マネジメ
ントの機能を十分に理解した上で実施することが求
められている。さらに日々の子どもの実態等を踏ま
え、適切な教育課程を編成し、家庭等の協力を得な
がらこれを実施し、改善・充実を図っていくことも
重要な資質の１つであると記されている。
　このカリキュラム・マネジメント実施の背景には、
幼児期に於いて育みたい資質と能力、また保育方法
論として、アクティブラーニングによる子どもの深
い学び、また対話的かつ主体的な学びを実現するた
めの関連事項等が新たな指針や教育要領に盛り込ま
れていることが挙げられる。またこれらと共に既存
の５領域の内容を踏まえた保育が実践されるため、
カリキュラム・マネジメントの目的はこうした保育
理念を現場においてスムーズに導入するための手段
として存在していることが分かる。
　新たな指針及び教育要領には、幼児期に育まれる
べき資質・能力は、小学校以降の教育内容と連携す
るよう求められている。しかし、いわゆる教科指導
で育むのではなく、子どもの自発的な活動である遊
びや生活の中で美しさや不思議さに気づき、自発的
にできるようなったことを用いて、自ら試したり、
様々な方法を工夫したりすることで、しかるべき資
質・能力が育まれていくことが重要であるとされて
いる。このため、幼児期において育まれる資質・能
力には以下に示す３つの柱を幼児教育の特質とし、
以下のように整理されている。
　中教審の幼児教育部会では、幼児期のこうした資
質・能力獲得には、個別に身に付けさせるものでは
なく、園内での遊びを通しての総合的な活動の中で、
「知識や技能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等
の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」を一体的に
育んでいくことが重要である、と示している２。ま
た、上記の資質・能力に加え、５領域の内容だけで
はなく、新たに５歳児修了時までに育ってほしい具
体的な姿として「幼児期の終わりまでに育ってほし
い10姿３」が設定された。
　こうした複数の保育に関する専門的視野を総合的
に判断し、日常の保育に取り入れながら、カリキュ
ラム・マネジメントを実施していくことは、保育者
自身に高度な専門性と能力が求められる。しかし保
育現場の現状は、多様な行事運営に追われ、日々の
保育を充実するために保育者が試行錯誤する時間と
余裕が十分に取れないのが現状である。また平成30
年度より、こうした保育に関する新たな施策に基づ
く保育方法の刷新がこれまでの保育方針に代わり、
円滑に浸透するには多くの時間を要すると考えられ
る。
　そこで筆者等は、子どもの遊びや生活を中心とす
る保育を前提としたカリキュラム・マネジメントを
（ア）知識や技能の基礎⇒遊びや生活の中で、豊
かな体験を通じて、何を感じたり、何に気付
いたり、何が分かったり、何ができるように
なるのか。
（イ）思考力・判断力・表現力等の基礎⇒遊びや
生活の中で、気付いたこと、できるようになっ
たことなども使いながら、どう考えたり、試
したり、工夫したり、表現したりするか。
（ウ）学びに向かう力・人間性等⇒心情、意欲、
態度が育つ中で、如何によりよい生活を営む
か。
【出典：初等中等教育分科会教育課程部会、幼児教
育部会（第9回）資料１幼児教育部会とりまとめ】
ること。
（２）教育内容の質の向上に向けて、幼児の姿や
就学後の状況、家庭や地域の現状等に基づき、
教育課程を編成し、実施し、評価して改善を
図る一連のPDCAサイクルを確立すること。
（３）教育内容と、教育活動に必要な人的・物的
資源等を、家庭や地域の外部の資源も含めて
活用しながら効果的に組み合わせること。
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実施するために、より通常の保育活動の中から実践
できる方法を提案したい。それは作品展などで多く
の現場保育者が経験している子どもの作品を通して
保護者に園での生活を伝えるドキュメンテーション
の活用である。保育におけるドキュメンテーション
とは、日常の保育に関する情報を収集して整理・体
系化し、記録を作り、それを可視化することが主な
目的となっている。実践では、先述した通り、作品
展などの行事に於いて保育者が子ども達の園での生
活の様子を写真や活字などで表現している。
　しかしこのドキュメンテーションの活用は保育者
が日々の保育をどのように見ているかによってその
質が変化することもある。そこでなるべく、子ども
の遊びや生活の中から子どもの姿を主体的に記録す
るために、次章では保育者が保育中、どのような工
夫や視点をもって日々の子ども達の様子を捉えてい
るのか、独自の視点を構築することによって検討し
たい。
３．遊びや生活の中から子どもの姿を主体
的に理解するための保育的視点の構築
こうしたカリキュラム・マネジメントを実施する
上での現状や問題点を踏まえた上で、筆者等は、子
どもを主体とした保育カリキュラムを提案するため
に、以下に示す保育者が子どもを主体として捉える
方法論的視点を構築した。
こうした視点を構築する根拠として、請川、高橋、
相馬（2016）等のドキュメンテーション作成に当たっ
てのねらいを先行研究と位置づけ、主に現場保育者
に向けたドキュメンテーション作成のねらいを参考
に作成した。請川等は作成のねらいとして①保護者
に向けて、②子どもに向けて、③現場保育士に向け
て、という３つの支点を設けている。
まず保護者に対しては、「園内での子ども達の様
子を知ることで、園内での営みに興味を持ってもら
う」、「園での生活について、子どもや保育者と、ま
たは保護者同士で語り合うきっかけを提供する」、
「写真に筆者のコメントを入れることで、遊びが学
びでもあること、環境を整えれば子どもは主体的に
活動できることを理解してもらう」というものであ
る4。
次に子どもに向けては、「園での活動について、
保育者や保護者と、または子ども同士で語り合う
きっかけを提供する」、「自分達の活動を振り返る
きっかけを提供し、活動の継続や展開の活力とす
る」、「自分達以外の子どもの活動を知るきっかけを
提供し、模倣や協働の契機を作る」である5。
最後に現場の保育者に向けては、「保育を行いな
がらの記録では点としてしか捉えられない子どもの
活動を、保育に制約されない立場から線として捉え
た視点を提供する」、「子どもと、子どもの興味・関
心の対象を同時に記録することによって、それらの
関係性を俯瞰した視点を提供する」、「子どもの主体
的な活動を可能にした保育士の配慮・環境整備・無
意識の動きに焦点を当てることで、日々の取り組み
の素晴らしさについて自覚を促す」、「子どもの姿に
ついて、子どもや保護者と、または保育士同士で語
り合うきっかけを提供する」といった目的が示され
ている6。
本論では上記、請川等のねらいの設定をもとに、
保育者の視点の構築をより詳細にすることにより、
保育実践の構造を探る視点として構築した。
◆子どもを主体的に捉えるための保育者の視点◆
①記録のとり方の工夫
②発達過程に対する具体的な観察視点の設定
③園生活を通した子どもの人間関係の把握
④発達過程に伴う生活技術の変化
⑤規則を守ることを支える条件
⑥子どもが集中できる条件
⑦大人からは悪く見えがちな子どもの発達
⑧保育者自ら子どもについて考える
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　上記8項目は、本学保育科が幼稚園教育実習の指
導時に取り入れている視点の一部を変更し、現場の
保育者に対しても活用できる視点として修正した。
これらの視点の元となる原点は、子どもを中心とし
て保育を捉える視点を養うために実習担当が実習生
に向けて設定した子どもを見る視点である7。以下
では各項目についての説明を加える。
①　記録のとり方の工夫
②　発達過程に対する具体的な観察視点の設定
③　園生活を通した子どもの人間関係の把握
　
④　発達過程に伴う生活技術の変化
⑤　規則を守ることを支える条件
⑥　子どもが集中できる条件
⑦　大人からは悪く見えがちな子どもの発達
指導案や記録の形式や書き方に重点を置か
ず、どのような視点で記録を残していくのか
という、「視点の考え方」に重点を置くことに
よって、子どもの興味・関心に寄り添う視点
を養っていく工夫を行う。
年齢によってどのように発達過程が異なる
かについて具体的に観察する視点を用意する。
例えば、３歳児の自己中心性の特徴とその現
れ方について様々な遊びを例にあげながら、
各年齢での育ちの特徴をおさえる。５歳児ま
での育ちに関する知識を得た上で、個々の育
ちを見ていく視点を養う。
まず保育者との信頼関係が園生活の基盤と
なってくると次第に保育者から離れられるよ
うになる。次に子ども同士の人間関係が中心
になっていく。その様子を子ども達同士の相
関図として追いながら、子ども達が経験する
トラブル等はそうした人間関係性のもと、ど
のように変化する特徴があるのかについて捉
えていく。
着替えやトイレの使い方も年齢とともに変
化するが、その発達過程で見られる子どもの
子どもは発達とともに、順番を守ったり譲っ
たり、ルールを守れるようになるが、それは
どのようなことが育つとそうなるのか。年齢
が高くなれば自動的にそうなるのではなく、
それまで遊びや生活の中でどのような経験を
積んでいるのか、それを支える条件を考える。
３歳児は集中することは難しいが、５歳児は
集中して遊んだり作業をしたりする。それは
単に３歳児は単にあきっぽいというわけでは
ないし、５歳児は我慢強いというものでもな
い。そこにはそうした育ちを支える条件があ
り、それが揃うと集中して遊ぶ姿が見られる
ようになる。従ってその条件とは何か、また
どのようにしたら育つのか。その条件として、
手先の器用さ、言葉による情報の収集、友だ
ち関係の広がり、あるいは因果関係への気づ
きなどをあげながら集中力のメカニズムの説
明を試みる。
姿を実際に観察し、自立とはどのようなこと
なのかを考える。ただ単に一人でできること
が重要なのではなく、そのことに自信や誇り
を持てるようにすることが保育では大切なこ
とであることに気づけるようにしていく。
子どもが悪く見えることの育ちについても
理解が必要である。言葉が悪くなる、嘘をつく、
さぼる、ズルをするなども発達と考えられる。
嘘は言葉を獲得することによって可能になる。
言葉によって人は想像の世界を持つ。育って
いなければ嘘もつけない。大人からすれば「悪
い行為」が本当に悪いことなのか、単に悪い
と決めつけてよい行為なのかを考える。
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⑧　保育者自ら子どもについて考える
次章では上記8つの視点をもとに、ドキュメン
テーションを作成した保育者の視点がどのような観
点を持って実践場面を捉えたかについて検討した
い。より実践的な方法論として確立しているドキュ
メンテーションの手法によって現場での様子を保護
者に伝えている「あしあと展」の資料を元に、子ど
もの主体性を補完する保育カリキュラム・マネジメ
ントの在り方について検討する。
４．ドキュメンテーションを用いた事例か
ら見る保育者のカリキュラム・マネジメ
ント
ドキュメンテーションとは本来、「日常の保育に
関する情報を収集して整理・体系化し、記録を作
り、それを可視化すること」が主な目的となってい
る。保育現場では、子ども達が日々あそびの中で想
像している世界を保育者の視点から文書（ドキュメ
ント）で表すことで保護者に園での様子を伝える手
段となっている。
保育ではこうした発想から写真などを用いて園で
の子どもの活動や様子を捉え、保護者に園での活動
を紹介する手段として活用されている。またこうし
た園内での活動や行事内容を展示することで保育者
自身が日々の保育を文字と写真を通して振り返るこ
とも可能となり、保育のPDCAサイクルも同時に
実現している。
以下では資料①から③のドキュメンテーションを
元に、作成した保育者がどのような意図や視点を
持って作成しているか、8つの視点を元に検討する。
【資料①】積み木遊び（年中組）
このドキュメンテーションは、月毎の子ども達の
積み木遊びの経過を追ったものである。クラスが落
ち着いてくる５月頃から徐々に積み木遊びが本格化
することによって、陣地もしくは家が作られ始める。
それが６月から７月にかけて自分達の家から虫など
の家に変化し、季節の移り変わりと共に積み木遊び
の内容が変化していることが伺える。
２学期になると形もしっかりとした家が多くな
り、自分達の場所（秘密基地）としての意識の芽生
えが見て取れる。３学期になると基地を作る気持ち
が保育室の外にまで広がっていることが写真やコメ
ントを通して伝わってくる。
これは新学期から積み木を使った家づくりの様子
から子ども達の遊びの広がりを示していると同時
に、遊びを通して人間関係の広がりが見て取れる。
また、１学期から徐々に積み木を使った家づくりの
構造がしっかり形作られていく過程が見られ、月毎
に変化していく様子が伺える。積み木遊びは個人で
作るときもあるが、本来、形の大きい積み木は仲間
と協力し合いながら作り上げる機会が多い。仲間と
　日々の保育の中で常に子どもの行動につい
て興味・関心を持ち、その子どもの最善とは
何かについて常に追求していく姿勢が必要と
なる。そうした姿勢を持ち続けるには日々の
保育が終わった後、その日１日の子どもの気
になった行動やエピソードを記録していくこ
とが大切である。日々の記録の積み重ねをし
ていくことで、常に子どものことについて「考
える」ことが可能となる。
図Ⅰ：年中組の月毎の積み木遊びの様子
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協力し合いながら作り上げられた過程には、コミュ
ニケーションは勿論のこと、相手の思惑を理解し、
協調することによって作り上げられていくものであ
る。
こうした１枚のドキュメンテーションが作成され
るためには、保育者自身の視点として、積み木を通
した遊びが年間を通して子ども達の育ちの中にある
ことをある程度予測しておく必要がある。つまり、
子どもの育ちを一定の線で捉え、１つのあそびがど
のように展開していくかを保育者自身である程度の
予測を立てていなければ、こうした月毎の積み木遊
びを追跡しようとする意識が表れないと考える。
以上のことからこの資料からは保育者の視点とし
て、②発達過程に対する具体的な観察視点の設定、
③園生活を通した子どもの人間関係の把握、⑥子ど
もが集中できる条件、⑧保育者自ら子どもについて
考える、という意識が表れていると推測できる。
【資料②】すな・つち・みず（５歳児）
このドキュメンテーションは、まず園外保育とし
て市内の砂浜に行った際の浜辺での子ども達のあそ
びの写真から始まっている。子ども達は普段より園
内での砂場に於いて土や砂に触れる機会が多いた
め、こうした園外保育の場でも通常のあそびを実践
できていることが伺える。さらに普段使っている道
具がないにも関わらず、周囲にある物を使いながら
砂遊びができている様子が担当保育者のコメントか
ら伺える。
写真右側は園外保育後の園内における砂場でのあ
そびを記録したものである。園外保育で経験した海
の砂場に見立てて、当時の状況を再現しようとする
姿が見て取れる。また中央下部から右にかけての２
枚の写真は１月のお餅つきの時期に自分達でお餅を
作る様子が映っている。年長児の育ちの段階で、砂
土よりも粉土に近い土を使うことで、自由に形が作
れることを知っており、また園内のどの場所にその
用途に使える土が取れるのかについての知恵も備
わっていることが担当保育者のコメントから見て取
れる。
こうしたドキュメンテーションを作成するために
は、まず子どもの育ちを一定の線で捉え、遊びがど
のように展開していくかを保育者自身がある程度道
筋を立てておく必要がある。また常に子ども達同士
の会話や話し合いに耳を傾け、何に興味・関心を持っ
ているのかについて把握しておく必要性も出てくる
と考えられる。
また写真の構図は保育者の視点そのものであり、
保育者が普段の保育から子どもの興味・関心に注意
を向けながら、いつも遊んでいる仲間関係にも注目
していなければ、こうしたあそびの場面を捉え、カ
メラに収めることは難しいと考えられる。
以上のことから、この資料からは保育者の視点と
して、①記録のとり方の工夫、②発達過程に対する
具体的な観察視点の設定、③園生活を通した子ども
の人間関係の把握、⑥子どもが集中できる条件、⑧
保育者自ら子どもについて考える、が備わっている
といえよう。
【資料③】１年を通した大型積み木を使った遊び（５
歳児）
このドキュメンテーションは、５歳児年長組にあ
る大型積み木を通した子ども達の１年間のあそびを
示したものである。この大型積み木は、年長児にな
るまで存分に使えることはできないため、最年長児
図Ⅱ：年長組の園外保育及び園庭での遊びの様子
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になると思う存分遊べる遊具の一つである。
年長になりたての4月、５月はとにかく大型積み
木を使って、階段を作り、グループごとで家を作り
そこでおままごとをする様子が伺える。それが６月
ぐらいになると飛行機を作ったり、梅雨の時期も相
まって洗濯場などが作られたりしていく。また家そ
のものも形を変え、様々なグループが家づくりに参
加してくる様子が伺える。
9月になると家づくりが中断し、恐竜ショーの会
場となり、年少 ･ 年中組の子ども達が見に来る様子
が伺える。１学期までは自分達の生活の場として工
夫を凝らしながらアイデアを追求している様子が伺
えたが、２学期は自分達以外のお友だちに披露する
場としての変化が見られる。これは他者を意識し始
める５歳児の特徴とも言えるが、年齢の違う子ども
同士の交流を積極的に行っている園内の環境構成も
関連していると思われる。
10月の家は１グループで使う積み木の数が減り、
複数のグループで家を作る積み木を共有しながら、
複数の部屋を繋げて楽しむ様子が出てきている。こ
うした様子にも、子ども達が話し合いを重ねていく
中で、自分達で納得し合いながら成立した形と捉え
ることができる。園内での遊び道具は大型積み木だ
けではなく、それぞれ数に限りがあることを子ども
達は意識するようになる。そうした環境の中で各々
が満足できる遊びの方法を見出している。
11月は多くの子ども達が参加してお化け屋敷に変
わっている。上記ドキュメンテーションでは、「こ
わ～いおばけやしきつくろうよ」というタイトルが
付けられている。保育者の意図として、11月にお化
けに関する活動をしようとする意識が自然と出てき
たとは言いがたいため、子ども達の経験や発想から
生まれていることが想像できる。年が明けた１月は、
「こまのたいけつじょう」であったり、「恐竜ショー」
の会場が再びできあがり、その後、恐竜の家、うど
ん屋さん、自動販売機など多岐に変化している。こ
図Ⅲ：年組の大型積み木での遊びの様子（４月、５月、６月）
図Ⅳ：年長組の大型積み木での遊びの様子（９月、10月）
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保育におけるカリキュラム・マネジメントの理念と実践について
のことからドキュメンテーションの中に表れている
大型積み木を使った遊びには、子ども達の発想によ
り、遊びが変化し、またより本物に近づけようとす
る子ども達の努力と思考性が伺える。
このように年間を通してある遊具に絞って子ども
達の遊びを見ていくことで、１学期から３学期にか
けて子ども達の興味・関心の移り変わりや人間関係
の広がり、譲り合う気持ちや協力して遊ぶ姿などが
記録として見えてくる。こうした展示の意図には、
①の記録のとり方の工夫から通常保育の視点を考え
ながら、保育者が年長児における③の「園生活を通
した子どもの人間関係の把握」を捉えながら、②の
「発達過程に対する具体的な観察視点」を持ち、集
団生活の中で譲り合いや共有するような機会を与え
ながら、⑤の「規則を守ることを支える条件」を環
境設定として与えていることが見て取れる。
４．結果と考察
３つの場面を元にして作成されたドキュメンテー
ションについて、8つの視点を用いて検討した結果、
以下の様な特徴が表れた。まず３つのドキュメン
テーションすべてに共通していた視点が、②の「発
達過程に対する具体的な観察視点」と③の「園生活
を通した子どもの人間関係の把握」であった。これ
は子どもの活動の様子を保育者が捉える際、子ども
の発達過程を考慮し、カメラに写す対象の子どもが
どのような興味・関心を持ち、また育ちの中でどの
ような遊びの過程を辿るのかについて、およその見
立てを子どもの発達過程に見ていることが分かる。
またそうした育ちと共に園生活における集団での関
わりには、子ども達同士の人間関係に注視し、仲間
とどのような活動を行っているのかについて注目し
ていることが伺えた。
また上記視点以外に３つの場面中２つの場面で表
れた視点がある。それは①の「記録のとり方の工
夫」と⑥の「子どもが集中できる条件」である。ま
ず記録の取り方の工夫はそのまま日々の保育計画の
設定とそこから表れる日々の保育に関するビジョン
を明確化する働きがあると考える。本来、保育記録
というものは、そもそも個々の保育者の保育観を形
づける重要な手段であるため、日々の園生活を共に
する子どもの様子について保育者自身が興味・関心
を持って綴ることが許されている。これにより日々
の保育を振り返り、試行錯誤を繰り返すことによっ
て保育観が醸成され、また保育的なPDCAサイク
ルが行われるきっかけとなっていると思われる。
一方、子どもが集中できる条件には、様々な保育
の場面に遭遇することで子どもの育ちを支える条件
（環境）を見極め、記録に残す技量が求められると
図Ⅴ：年長組の大型積み木での遊びの様子（11月、１月）
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考える。子どもは時として一般的な発達過程を超え
て物事に集中するときがある。そうした場面やタイ
ミングがどのような条件のもとで現れるのか、把握
する能力であると考える。
上記以外の視点としては⑤の「規則を守ることを
支える条件」と⑧の「保育者自ら子どもについて考
える」といった項目に関連する部分が見られたが、
他の保育場面であれば頻度が増すことも考えられ
る。今後は各項目がドキュメンテーションを通した
保育場面に現れる具体的な根拠についての精度を高
めていきたい。
保育におけるカリキュラム・マネジメントには、
子どもの幼少期の育ちを捉え、改訂される幼稚園教
育要領および保育所保育指針等に示されている保育
理念や保育内容を補完しながら実践していくことが
大前提でなければならない。一方で小学校課程を意
識しすぎるあまり、幼児期に行うべき保育内容が十
分に生かされていない現状も多く耳にする。さらに
実際の保育現場は多忙を極め、時間的余裕がない状
況下では、カリキュラム・マネジメントの実践は難
しいと考える。
しかし既に多くの現場に於いて実践されているド
キュメンテーションを活用することで、保育の可視
化や客観性が得られるだけではなく、作成段階に於
いて保育者自身が日々の保育を見直す機会にもな
り、また見直すことで改善に繋がる要素も含まれて
いる。従って、従来の保育業務の中にカリキュラム・
マネジメントの要素を取り入れながら、子どもを主
体とした保育計画作りに有効であると考える。
今後はより多くのドキュメンテーションを実践素
材として集め、作成者の保育の意図を明確にした上
で、より良いカリキュラム・マネジメントを実践し
ていく手懸かりについて検討していきたい。
　
【脚註】
１．中央教育審議会、初等中等教育分科会教育課程
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育部会とりまとめ（案）」
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２．同上書。
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然との関わり・生命尊重、8．数量・図形、文
字等への関心・感覚、9．言葉による伝え合い、
10．豊かな感性と表現」である。
4．請川滋大、高橋健介、相馬靖明編『保育におけ
るドキュメンテーションの活用』（ななみブッ
クレットNo.4）、ななみ書房、2016年、29-30頁。
５．同上書、30頁。
６．同上。
７．浅井広、児嶋雅典、髙 洋行著「保育の質の向
上を目指した教育実習、教職実践演習の在り
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